


◆調査項目 

水温、塩分、密度、溶存酸素量、窒素濃度、

りん濃度、有機物濃度、植物プランクトンの

数や種類など様々な項目について調査しま

した。今回はその中から、水温、塩分および

溶存酸素量のデータをご紹介します。 

調査結果 

下に示した図 2 は、縦軸が水深、横軸が調

査地点を表しており、各地点における水深ご

とのデータをつなげることにより作成した

調査地点の縦断面図です。 

 
 
 

図 2 の 3 つの図を見ると、B3 から B4 地点

付近において描かれている線が縦（垂直）方

向になっています。これは、海水が表層と底

層で良く混合されているということを意味し

ています。この場所は伊勢湾と外海の境界付

近であることから、その両方の海水の交換が

比較的良く行われているためと考えられます。 
一方で、湾中央部の B5 から B6 地点付近に

おいては、描かれた線が横（水平）方向にな

っています。これは、表層と底層の海水の混

合が乏しく、水深ごとに層が形成されている

状態を意味します。この状態を成層化と呼び

ますが、成層化すると、海水が上下方向に混

合されにくくなり、水深が深いほど酸素が供

給されず、溶存酸素量が低くなってしまいま

す。溶存酸素量の図の B5～B6 地点の海底で

ほとんど 0 に近い低い濃度（青色）が広がっ

ていることがわかります。この図は成層化に

よって水深が深くなるほど溶存酸素量が低く

なりやすいことを裏付けていると言えるでし

ょう。 
今回の調査で、伊勢湾内の B4、B5、B6 地

点の海底付近では、貧酸素水塊が広がってい

ることが確認されました。 

今後の取り組み 

 当研究所では、他機関と協力しながら、伊

勢湾の水質の把握や、貧酸素水塊発生のメカ

ニズム解明に向けた調査研究を今後も行って

いきます。 
 
 
 
 

－編集委員会から－ 

みえ保環研ニュースについて、ご意見・ご質問等がございましたら下記までお寄せください。 

三重県保健環境研究所 

 〒512-1211 三重県四日市市桜町3684-11  TEL 059-329-3800 FAX 059-329-3004 
 E-ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ hokan@pref.mie.lg.jp ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.pref.mie.lg.jp/hokan/hp/index.htm 
 三重県感染症情報センターホームページ  http://www.kenkou.pref.mie.jp/ 
 
 
 

図 2 伊勢湾内から外海にかけての 
水温、塩分、溶存酸素量の縦断面図 


